
H18（2006）.4.13

1 広報しんおんせん（4月号）

広　報

しんおんせん

湯村温泉街をギャラリーに見立て、昔懐かしいホーロー看板や湯たんぽ、ランプなどレト
ロなものを展示した「街角ギャラリー」が３月３日（月）オープンしました。旅館「朝野
家」通用門前広場では食品や殺虫剤などのホーロー看板約 60 点を展示しており、昭和 30
年代の懐かしい雰囲気を楽しむことができます。

●ケーブルテレビ事業について……………… 2 ページ

●後期高齢者医療の被保険者証について…… 6 ページ

●まちづくり審議会委員募集………………… 8 ページ

●すけっちしんおんせん…………………… 18 ページ

●くらしの情報……………………………… 20 ページ 3
新温泉町広報
－平成20年3月号－

vol.30

３月号の主な内容

海・山・温泉　人が輝く　夢と温もりの郷
‐安らぎと憩いの空間　新温泉町‐



2広報しんおんせん（3月号）

H20（2008）.3.13

―

新
温
泉
町
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ―

 
夢
が
広
が
る
「
夢
ネ
ッ
ト
」 
　
　

情
報
基
盤
の
整
備
と
は
い
っ
た
い
何
な
の
で
し
ょ
う
？

　

近
年
、
情
報
通
信
の
技
術
は
飛
躍
的
な
発
展
を
遂
げ
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に

情
報
技
術
が
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
身
近
な
と
こ
ろ
で
は
、
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
普
及
な
ど
に
よ
り
、
以
前
と
比
べ
暮
ら
し
が
便
利
に
な
っ
て
き
た
と
感
じ

て
い
る
方
も
少
な
く
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
周
り
に
は
た
く
さ
ん
の
情
報
が
あ
ふ
れ
、
今
や
情
報
は
与
え
ら
れ
る
も

の
で
は
な
く
、
自
ら
が
手
に
入
れ
る
時
代
と
な
り
ま
し
た
。
ど
ん
な
情
報
が
欲
し
い

の
か
？　

ど
の
よ
う
に
し
て
手
に
入
れ
る
の
か
？　

目
的
も
手
段
も
、
そ
し
て
選
択

肢
も
拡
が
っ
た
た
め
困
惑
し
て
し
ま
い
そ
う
で
す
が
、
情
報
を
有
効
に
活
用
す
れ
ば

わ
た
し
た
ち
の
生
活
は
ま
す
ま
す
便
利
に
な
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
に
よ
っ
て
全

世
帯
に
敷
設
さ
れ
る
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網

は
、
新
温
泉
町
の
将
来
に
欠
か
せ
な
い

汎
用
性
の
高
い
情
報
通
信
基
盤
で
す
。

”
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
だ
れ
で
も
”

情
報
を
手
に
入
れ
ら
れ
る
環
境
整
備

　

政
府
は
、
平
成
12
年
11
月
に
「
高
度

情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
基
本
法
（
Ｉ

Ｔ
基
本
法
）」
を
制
定
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
平
成
13
年
１
月
に
は
、
内
閣

に
「
高
度
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社

会
推
進
戦
略
本
部
（
Ｉ
Ｔ
戦
略
本
部
）」

が
設
置
さ
れ
、「
ｅ
‐
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
戦

略
」の
決
定
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
総
務
省
が
平
成
16
年
に
発

表
し
た
ｕ
‐
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
政
策
パ
ッ

ケ
ー
ジ
は
、
次
の
３
点
か
ら
な
っ
て
い

ま
す
。

①
２
０
１
０
年
ま
で
に
国
民
の

１
０
０
％
が
高
速
ま
た
は
超
高
速
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
可
能
な
社
会
に

　

地
域
情
報
化
の
推
進
を
は
じ
め
と
し

た
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
基
盤
の
全
国
的
整

備
、
電
子
商
取
引
の
基
盤
整
備
を
行
う

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
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ケーブルテレビ事業

②
２
０
１
０
年
ま
で
に
国
民
の
80
％
が

Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
は
課
題
解

決
に
役
立
つ
と
評
価
す
る
社
会
に

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
、
今
後
、
私
た
ち
の
生
活

に
お
け
る
社
会
課
題
の
解
決
に
繋
が
る

よ
う
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
有
効
に
、
そ
し
て
様
々
な
分

野
に
お
い
て
活
用
さ
れ
る
よ
う
Ｉ
Ｃ
Ｔ

利
活
用
の
高
度
化
を
行
う
と
し
て
い
ま

す
。

③
２
０
１
０
年
ま
で
に
国
民
の
80
％
が

Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
安
心
感
を
得
ら
れ
る
社
会
に

　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
や
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
の
確
保
、
地
理
的
格
差
の
克
服
な

ど
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
関
す
る
利
用
環
境
整
備
を

抜
本
的
に
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
流
れ
の
も
と
、政
府
は
、

情
報
通
信
基
盤
の
整
備
は
ほ
ぼ
な
さ
れ

て
い
る
と
の
考
え
か
ら
、
施
策
の
軸
足

を
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
誰
で
も
Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
恩
恵
を
実
感
で
き
る
社
会
の
実

現
へ
と
移
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
新
温
泉
町
に
お
い
て
は
、

い
ま
だ
に
町
全
域
を
覆
う
情
報
通
信
基

盤
の
整
備
が
な
さ
れ
て
い
な
い
現
状
が

あ
り
ま
す
。

　
「
情
報
通
信
基
盤
整
備
は
国
策
な
の

だ
か
ら
、
町
が
整
備
し
な
く
て
も
国
が

何
と
か
し
て
く
れ
る
」
と
い
う
意
見
が

あ
り
ま
す
が
、国
の
情
報
化
施
策
と
は
、

国
の
補
助
制
度
を
活
用
し
、
各
自
治
体

が
主
体
と
な
っ
て
情
報
通
信
基
盤
の
整

備
に
当
た
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　―事業費について―　町の実質負担は５億２千万円です
　ケーブルテレビ事業における全体事業費は１８億円と想定しています。しかし、国や県の補助を得なが
ら、町の負担についても合併特例債という有利な財源をつかって整備をすすめます。

　１８億円のうち、5 億 8 千万円は国と県の補助金です。そして１０億円は合併特例債を利用します。合
併特例債は借金ですが、その７割が次年度以降に地方交付税交付金として返ってくるものであり、実際に
返済するのは３億円となります。
　残りの２億２千万円を自主財源で補うこととしていますので、実際に町が負担するのは合併特例債の返
済分である 3 億円と併せて５億２千万円となります。大きな額ですが、近い将来に設備の更新が必要と
なる現在の防災無線のデジタル化や、地上デジタル放送への対応などを個別で整備していくよりも一体的
な整備を有利な財源措置で行う方が財政的に良いと考えます。
　ケーブルテレビ事業で光ファイバー網を整備することによって、価値の高い情報インフラを整備する事
ができ、医療や福祉、教育など、将来的に多くの便利なサービスを利用できるようになるのです。

予定補助事業
　国（農林水産省）：農山漁村活性化プロジェクト支援交付金
　県（農林水産部）：農村振興支援総合対策事業
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現
在
、
計
画
を
進
め
て
い
る
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
は
、
単
に
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
へ
の
対
応
だ
け
で
な
く
、
通
信
の
分
野
に
お
い
て
も
、
誰
も
が
情
報
化
の
恩
恵
を

受
け
る
こ
と
の
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
た
め
に
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

　

ま
ち
を
取
り
巻
く
課
題
の
数
々
と
、
情
報
化
の
側
面
か
ら
見
た
解
決
策
を
ま
と
め

ま
し
た
。

　

新
温
泉
町
が
直
面
し
て
い
る
課
題
に

は
次
の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

少
子
高
齢
化
社
会
の
到
来

　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
29
・
８
％
を

占
め
る
新
温
泉
町
は
、
本
格
的
な
高
齢

化
社
会
に
突
入
し
て
い
ま
す
。一
方
で
、

若
年
層
を
中
心
と
し
て
人
口
減
少
が
続

き
、
少
子
化
が
進
行
し
て
い
ま
す
。

あ
ら
ゆ
る
産
業
の
活
性
化

　

高
齢
化
の
進
行
に
伴
い
、
就
業
人
口

の
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

商
店
数
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

防
災
行
政
無
線
の
老
朽
化

　

浜
坂
地
域
の
防
災
行
政
無
線
は
利
用

開
始
か
ら
既
に
19
年
が
経
過
し
て
い
ま

す
。
防
災
無
線
の
整
備
に
は
５
～
６
億

円
必
要
と
試
算
さ
れ
て
お
り
、
補
助
も

見
込
め
な
い
状
況
で
す
。

行
政
情
報
の
伝
達
手
段
の
違
い

　

温
泉
地
域
で
は
既
に
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
整
備

が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
町
全
域
を
対

象
と
し
た
一
元
的
な
情
報
の
提
供
体
制

を
構
築
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
対
応

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
移
行
に
際

し
、
難
視
聴
地
域
で
戸
数
の
少
な
い
共

聴
施
設
で
は
デ
ジ
タ
ル
対
応
が
困
難
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
ま
ち
全
体
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

元
気
に
し
よ
う

通
信
環
境
の
地
域
格
差

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境

に
つ
い
て
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
局

で
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
の
サ
ー
ビ
ス

が
提
供
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
電
話
の
基
地
局
か
ら

の
距
離
に
よ
っ
て
速
度
が

遅
い
地
域
が
あ
り
ま
す
。

　

情
報
化
に
よ
っ
て
町
の
課
題
を
解
決

す
る
と
と
も
に
、
活
力
あ
る
町
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

農
林
水
産
業
に
活
気
が
あ
る
ま
ち

　

情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
、
農
林
水

産
物
の
販
売
促
進
や
生
産
技
術
向
上
な

ど
農
業
・
漁
業
情
報
の
提
供
に
よ
り
農

林
水
産
業
の
活
性
化
に
繋
げ
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
人
で
賑
わ
う
ま
ち

　

商
店
街
や
中
小
企
業
の
情
報
化
を
支

援
し
、商
工
業
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
地
域
Ｐ
Ｒ
な
ど
を
行
い
、
観
光

客
の
増
加
と
交
流
を
促
進
し
ま
す
。

若
者
が
活
躍
す
る
ま
ち

　

企
業
誘
致
の
促
進
に
よ
る
若
者
の
雇

用
確
保
を
図
り
、
定
住
促
進
に
繋
げ
ま

す
。
ま
た
、
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し

た
起
業
支
援
、
就
業
形
態
の
創
出
、
定

住
人
口
の
増
加
に
向
け
た
Ｕ
・
Ｊ
・
Ｉ

タ
ー
ン
受
け
入
れ
体
制
を
充
実
し
ま
す
。

高
齢
者
が
い
つ
ま
で
も
元
気
な
ま
ち

　

情
報
通
信
技
術
の
積
極
的
な
活
用
に

よ
る
高
齢
者
の
暮
ら
し
を
見
守
る
シ

ス
テ
ム
の
構
築
、
保
健
・
医
療
・
福
祉

の
連
携
、
需
要
に
対
応
し
た
情
報
提
供

サ
ー
ビ
ス
を
構
築
し
ま
す
。

便
利
で
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

　

防
災
通
信
網
の
充
実
と
と
も
に
、
防

犯
情
報
の
提
供
、
地
域
活
動
の
促
進
に

つ
な
が
る
情
報
化
を
構
築
し
ま
す
。

　

ま
た
、
郷
土
に
関
す
る
情
報
の
共
有

化
、
情
報
発
信
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
強
化
を
図
り
ま
す
。

教
育
環
境
の
整
っ
た
ま
ち

　

情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
教
育
環

境
の
充
実
に
よ
る
学
校
間
で
の
情
報
交

換
や
児
童
の
防
犯
対
策
、
地
域
や
保
護

者
に
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
を
し
ま
す
。
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ケーブルテレビ事業

―――　ケーブルテレビ事業についてのお問い合わせはこちらまでお願いします　―――
　企画課　広報情報係　　電話（０７９６）82 ‐ ５６２４　ファクス（０７９６）82 ‐ ３０５４
　ケーブルテレビ事業室　電話（０７９６）99 ‐ ２０８０　ファクス（０７９６）99 ‐ ２０８１

よ
り
よ
い
明
日
の
た
め
に

　
「
テ
レ
ビ
が
見
ら
れ
た
ら
い
い
」
と

か
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
民
間
が
や
れ

ば
い
い
」
な
ど
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま

す
が
、
温
泉
地
域
で
の
サ
ー
ビ
ス
の
現

況
や
、
公
平
公
正
な
サ
ー
ビ
ス
維
持
の

観
点
か
ら
、
浜
坂
地
域
へ
の
エ
リ
ア
拡

大
が
最
も
大
切
な
こ
と
で
は
な
い
か
と

考
え
ま
す
。

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
策
や
防
災
情

報
無
線
の
老
朽
化
と
い
っ
た
課
題
を
個

別
に
対
応
す
る
と
い
う
方
法
は
、
今
、

目
の
前
に
あ
る
問
題
へ
の
対
応
に
す
ぎ

ま
せ
ん
。
大
切
な
こ
と
は
、
町
の
隅
々

ま
で
、
そ
し
て
誰
も
が
時
代
に
合
っ
た

情
報
化
の
恩
恵
を
受
け
る
こ
と
で
あ

り
、
そ
の
た
め
の
行
政
施
策
が
必
要
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
は
、
新
温
泉

町
の
将
来
を
見
据
え
て
行
わ
れ
る
も
の

で
す
。

新
し
い
ま
ち
は
み
ん
な
で
作
る

　

情
報
基
盤
を
整
備
し
、「
行
政
か
ら

住
民
へ
」と
い
う
一
方
通
行
で
は
な
く
、

住
民
と
行
政
が
一
緒
に
そ
の
利
活
用
を

考
え
て
い
く
こ
と
で
、
新
し
い
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
こ
れ

が
、
今
、
時
代
に
求
め
ら
れ
て
い
る
参

画
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

住
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
、
こ

の
新
温
泉
町
を
誇
れ
る
ま
ち
に
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ケーブルテレビ説明ビデオをぜひご覧ください
　ケーブルテレビ事業の必要性・サービスの内容・地域を活性化するための利活用をまとめた説明ビデ
オを１月の住民説明会でご覧いただきました。説明ビデオは、下記の各施設でもご覧いただけます。ビ
デオテープまたは DVD を置いてありますので、ご自由にご覧ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※操作についてご不明の点は、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　各施設の係員までお問い合わせください。

説明ビデオをご覧いただける施設 

浜坂多目的集会施設
加藤文太郎記念図書館

ユートピア浜坂
諸寄基幹集落センター

公立浜坂病院
浜坂福祉センター 
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後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
証
は
３
月
下
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す

　

平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。
75
歳
（
一

定
の
障
害
が
あ
り
、
申
請
に
よ
り
認
定
を
受
け
た
人
は
65
歳
）
以
上
の
人
は
、
こ

の
制
度
の
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
証
は
県
下
一

斉
に
ミ
ニ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
一
緒
に
３
月
下
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。
３
月
末
ま
で
に

被
保
険
者
証
が
届
か
な
い
と
き
は
、
町
の
担
当
窓
口
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
老
人
保
健
で
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
や
特
定
疾
病
療

養
受
療
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
の
認
定
証
や
受
療
証

が
被
保
険
者
証
と
一
緒
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

①
医
療
機
関
等
で
医
療
を
受
け
る
と
き

　

４
月
１
日
以
降
は
、
送
付
さ
れ
た
後

期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
証
で
医
療

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
今
ま
で
の
老
人

保
健
法
医
療
受
給
者
証
や
医
療
保
険
の

被
保
険
者
証
は
使
え
ま
せ
ん
。
医
療
機

関
等
の
窓
口
で
は
、
後
期
高
齢
者
医
療

の
被
保
険
者
証
を
必
ず
提
示
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
医
療
機
関
等
の
窓
口
で
の
負

担
割
合
は
老
人
保
健
と
同
様
で
す
が
、

所
得
や
世
帯
の
状
況
に
よ
っ
て
変
更
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

②
４
月
２
日
以
降
に
後
期
高
齢
者
医
療

の
被
保
険
者
と
な
る
人

　

75
歳
の
誕
生
日
当
日
か
ら
後
期
高
齢

者
医
療
の
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。
新

し
い
被
保
険
者
証
は
誕
生
日
ま
で
に
送

付
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
一
定
の
障
害
が

あ
り
、
申
請
に
よ
り
広
域
連
合
の
認
定

を
受
け
た
65
歳
以
上
の
人
は
、
認
定
日

当
日
か
ら
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。

③
保
険
料

　

保
険
料
は
、
被
保
険
者
一
人
ひ
と
り

に
賦
課
さ
れ
ま
す
。
平
成
20
年
度
の
保

険
料
は
、均
等
割
額
（
４
万
３
９
２
４
円
）

と
所
得
割
額
（
基
礎
控
除
後
の
総
所
得

金
額
等
×
８
・
07
％
）
を
合
算
し
た
額

で
す
（
50
万
円
が
上
限
と
な
り
ま
す
）。

㋐
低
所
得
者
へ
の
軽
減

　

同
一
世
帯
内
の
被
保
険
者
及
び
世
帯

主
の
総
所
得
金
額
等
に
応
じ
て
、
均
等

㋒
保
険
料
の
納
付
開
始
時
期

・
特
別
徴
収
の
人･･･

平
成
20
年
４
月

１
日
現
在
75
歳
以
上
の
人
で
、
年
金

天
引
き
に
な
る
人
は
、
平
成
20
年
４

月
支
給
の
年
金
か
ら
徴
収
さ
れ
ま
す
。

・
普
通
徴
収
の
人･･･

平
成
20
年
７
月

か
ら
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

㋓
保
険
料
額
の
通
知

　

保
険
料
額
の
決
定
通
知
書
は
、
平
成

20
年
７
月
に
送
付
さ
れ
ま
す
（
特
別
徴

収
の
人
は
、
仮
徴
収
額
の
決
定
通
知
書

が
、
平
成
20
年
４
月
初
旬
に
送
付
さ
れ

ま
す
）。

　

老
人
保
健
と
同
様
に
、
各
種
届
け
出

や
申
請
は
、
今
ま
で
ど
お
り
町
の
担
当

窓
口
で
手
続
き
で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

役
場　

健
康
課
福
祉
医
療
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
２

　

温
泉
総
合
支
所　

住
民
福
祉
課

　

℡（
０
７
９
６
）92
‐
１
１
３
１（
代
）

　

兵
庫
県
後
期
高
齢
者
医
療

　
　
　
　
　
　
　
　

広
域
連
合
事
務
局

　

℡
（
０
７
８
）
３
２
６
‐
２
６
１
２

割
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。（
所
得
が
確

認
で
き
て
い
る
被
保
険
者
は
、
申
請
の

必
要
が
な
く
適
用
さ
れ
ま
す
）

㋑
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
へ
の
軽
減

　

資
格
取
得
日
の
前
日
に
お
い
て
、
被

用
者
保
険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
人

は
、
資
格
取
得
日
の
属
す
る
月
以
降
、

２
年
を
経
過
す
る
月
ま
で
の
間
に
限

り
、
均
等
割
額
の
５
割
が
軽
減
さ
れ
、

所
得
割
額
は
課
せ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
平
成
20
年
度
の
特
例
措
置
と

し
て
、
平
成
20
年
４
月
か
ら
９
月
ま
で

は
保
険
料
が
徴
収
さ
れ
ず
、
10
月
か
ら

平
成
21
年
３
月
ま
で
は
９
割
軽
減
さ
れ

ま
す
。

◇
平
成
20
年
４
月
～
９
月
ま
で
→　
　

　

保
険
料
な
し

◇
平
成
20
年
10
月
～
21
年
３
月
ま
で
→

　

２
１
９
６
円
（
月
額　

３
６
６
円
）

※
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
と
は
、
政

府
管
掌
健
康
保
険
、健
康
保
険
組
合
、

各
共
済
組
合
な
ど
の
医
療
保
険
の
扶

養
家
族
の
こ
と
で
す
。（
国
民
健
康

保
険
や
国
民
健
康
保
険
組
合
に
加
入

し
て
い
る
人
は
該
当
し
ま
せ
ん
）
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契 約 請 負 状 況   （250 万円以上 )
工 事 ・ 事 業 名 場所 規　　　　　模 契約額 ( 円 ) 工　　　　　   期 業　者　名

新温泉町浜坂
多目的公園整備工事 浜坂

土工　1 式
雨水排水設備工  L=18m
園路広場工　1 式
グラウンド・コート設備工
A=1,362㎡
建築 ( トイレ棟 )　A=21.83㎡

31,500,000 平成 20 年 1 月 24 日～
　平成 20 年 3 月 25 日 ㈱岸本工務店

乙第 5023 号
畑ヶ平線
災害復旧工事

岸田

L=22m
コンクリートブロック積み  A=59㎡
小口止工　2 基
アスファルト舗装  A=43㎡
防護柵基礎　L=22m　
As カーブ　L=22m

3,045,000 平成 20 年 2 月 5 日～
　平成 20 年 3 月 31 日 立道建設㈱

浜坂駅前足湯建設工事 浜坂 木造瓦葺平屋建
A=9.45㎡　9 人槽 4,620,000 平成 20 年 2 月 13 日～

　平成 20 年 3 月 28 日 ㈱仲山工務店

味原川改修関連
水道管移設工事
( 樋の内橋 )

三谷 水道管移設　L=38m 3,045,000 平成 20 年 2 月 13 日～
　平成 20 年 3 月 31 日 ㈱ヤマグチ

味原川改修関連
配湯管移設工事
( 樋の内橋 )

三谷 配湯管移設　L=44m 2,772,000 平成 20 年 2 月 13 日～
　平成 20 年 3 月 31 日 ㈱ヤマグチ

（平成 20年 1月 16日～平成 20年 2月 15日契約分）

ジ
オ
パ
ー
ク
学
習
会
（
町
民
向
け
）
の
開
催

　

平
成
20
年
度
に
は
、
山
陰
海
岸
ジ
オ

パ
ー
ク
推
進
協
議
会
が
ジ
オ
パ
ー
ク

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
な
ど
積
極
的
な
Ｐ

Ｒ
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
本
町
と
し
て
も
、
町
民
の
共
通
認

識
と
し
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
で
、
町

民
の
機
運
の
醸
成
に
よ
り
今
後
の
活
動

の
推
進
を
図
る
た
め
、
山
陰
海
岸
国
立

公
園
の
価
値
、
そ
し
て
今
、
何
故
ジ
オ

パ
ー
ク
認
証
か
、
さ
ら
に
は
認
証
さ
れ

る
こ
と
に
よ
る
効
果
な
ど
を
学
ぶ
「
ジ

オ
パ
ー
ク
学
習
会
（
町
民
向
け
）」
を

開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

３
月
19
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ

　

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設　

和
室

▼
主
催　

新
温
泉
町

▼
後
援　

　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会

▼
内
容

◇
講
演　

演
題
「
山
陰
海
岸
国
立
公
園

の
景
観
的
価
値
と
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
」

　

講
師　

谷
本　

勇　

氏

◇
質
疑

▼
対
象　

新
温
泉
町
民

▼
募
集
人
員　

50
人

▼
問
い
合
わ
せ　

企
画
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
４

　

本
町
は
、
国
際
惑
星
地
球
年
（
平
成
20
年
）
に
あ
わ
せ
て
、
山
陰
海
岸
国
立
公
園

の
ジ
オ
パ
ー
ク
認
証
に
よ
り
、
住
民
に
地
域
へ
の
愛
着
と
誇
り
を
育
む
と
共
に
、
環

境
保
全
、
教
育
、
交
流
及
び
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
指
す
た
め
、
同
公
園
内
に
位

置
す
る
関
係
市
町
と
連
携
し
て
、
国
内
第
１
号
と
な
る
ジ
オ
パ
ー
ク
認
証
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

ダイナミックな景観が続く
　　　　　　　　山陰海岸国立公園
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ま
ち
づ
く
り
審
議
会
公
募
委
員
募
集

　

新
温
泉
町
の
「
優
れ
た
景
観
や
快
適
な
環
境
を
創
造
す
る
た
め
の
施
策
」
に
広
く

町
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
さ
せ
、
町
民
の
参
画
と
協
働
に
よ
る
行
政
運
営
を
進

め
る
た
め
、
新
温
泉
町
ま
ち
づ
く
り
審
議
会
の
公
募
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

広報しんおんせん（3月号）

「
お
も
し
ろ
昆
虫
化
石
館
」の
魅
力
、

集
客
力
の
ア
ッ
プ
の
一
案

　

日
本
一
を
標
榜
す
る
昆
虫
化
石
が

十
分
生
か
さ
れ
て
い
な
い
と
思
い
ま

す
。
そ
こ
で
よ
り
一
層
集
客
力
を
図

る
た
め
の
案
と
し
て
次
の
３
点
に
つ

い
て
提
案
し
ま
す
。

①
発
掘
遺
跡
物
を
集
中
化
す
る

　

但
馬
の
誇
る
「
畑
ヶ
平
遺
跡
」
の

石
器
、
浜
坂
多
目
的
集
会
施
設
ロ

ビ
ー
展
示
の
発
掘
土
器
等
、
町
の
発

掘
物
を
企
画
展
示
室
を
利
用
し
て
遺

跡
コ
ー
ナ
ー
を
作
る
。

②
企
画
展
は
以
命
亭
に
一
本
化
す
る

―

ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
は
が
き―

　

皆
さ
ま
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

本
町
は
、
住
民
の
参
画
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
践
す
る
た
め
、
本
誌
に

「
ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
は
が
き
」
を
掲
載
し
、
皆
さ
ま
か
ら
ま
ち
づ
く
り
に
対
す

る
ア
イ
デ
ア
（
意
見
、
提
案
及
び
要
望
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
１
名
の
方
か
ら
ア
イ
デ
ア
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
提
案
と
そ
の

内
容
を
掲
載
し
ま
す
。
な
お
、
ご
提
案
い
た
だ
い
た
文
章
は
編
集
の
都
合
で
一
部
修

正
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

（
注
）
掲
載
は
お
一
人
に
つ
き
、
年
２
回
ま
で
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
３
回
目

　
　

  

以
降
に
つ
い
て
は
個
別
回
答
と
し
ま
す
。③

展
示
物
説
明
を
充
実
す
る

　

説
明
が
な
い
と
入
館
者
は
興
味
を

示
さ
ず
数
分
で
退
館
す
る
と
の
こ

と
。
町
の
歴
史
に
興
味
を
持
つ
た
め

に
も
、
入
館
者
に
説
明
す
る
こ
と
が

ぜ
ひ
必
要
と
思
い
ま
す
。
以
命
亭
、

上
山
高
原
ふ
る
さ
と
館
は
説
明
を
し

て
よ
り
一
層
魅
力
ア
ッ
プ
に
つ
な

が
っ
て
お
り
、
頑
張
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
入
館
料
の
値

打
ち
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
浜
坂　

下
雅
意
満
）

▼
謝
金　

規
定
に
基
づ
き
報
償
費
、
交

通
費
を
支
給
し
ま
す
。

▼
提
出
書
類　

公
募
委
員
申
込
書
（
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
）

▼
提
出
先　

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー

ル
に
て
建
設
課　

都
市
整
備
係
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
Ｆ
Ａ
Ｘ

　
（
０
７
９
６
）
82
‐
２
９
７
０

◇
Ｅ
メ
ー
ル

　

info@
tow

n.shinonsen.hyogo.jp

※
提
出
さ
れ
た
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん

▼
提
出
期
限　

３
月
24
日
（
月
）

※
提
出
期
限
に
は
必
着
の
こ
と

▼
選
考
方
法　

申
込
書
に
つ
い
て
、
選

考
委
員
会
で
審
査
し
、選
考
し
ま
す
。

選
考
結
果
は
４
月
上
旬
に
文
書
で
通

知
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

建
設
課
都
市
整
備
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
１
５

▼
活
動
内
容　

町
が
選
任
し
た
委
員

と
と
も
に
平
日
に
開
催
す
る
審
議
会

に
出
席
し
、
住
民
の
視
点
か
ら
新
温

泉
町
の
優
れ
た
景
観
や
快
適
な
環
境

の
創
造
に
関
す
る
重
要
事
項
に
つ
い

て
、調
査
、審
議
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
応
募
資
格　

町
内
に
住
所
を
有
す
る

満
18
歳
以
上
で
、
新
温
泉
町
の
優
れ

た
景
観
や
快
適
な
環
境
の
創
造
に
つ

い
て
関
心
を
持
っ
て
い
る
人

▼
募
集
人
員　

若
干
名

▼
任
期　

平
成
20
年
４
月
～

　

平
成
22
年
３
月
31
日

▲味原川周辺の景観
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（
回
答
）

　

提
案
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
３
点
に

つ
い
て
次
の
と
お
り
回
答
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

①
発
掘
遺
跡
物
を
集
中
化
す
る

　

発
掘
遺
跡
物
に
つ
い
て
、
現
状
は

「
畑
ヶ
平
遺
跡
」
の
石
器
は
調
査
研
究

資
料
と
し
て
大
学
等
関
係
機
関
へ
貸
し

出
し
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
末
引

谷
古
墳
等
の
出
土
遺
物
に
つ
い
て
は
浜

坂
多
目
的
集
会
施
設
に
展
示
し
て
い
ま

す
。

　

提
案
し
て
い
た
だ
い
た
「
町
の
発
掘

遺
跡
物
の
集
中
化
」
に
つ
い
て
、
八
田

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
企
画
展
を

行
っ
て
い
る
部
屋
は
、
正
式
に
は
研
修

室
と
い
う
位
置
付
け
で
一
般
の
方
の
利

用
も
あ
り
、
年
間
を
通
し
て
の
常
設
展

示
は
で
き
な
い
状
況
で
す
。
連
続
し
て

企
画
展
を
行
う
場
合
、
研
修
室
と
し
て

も
利
用
で
き
る
よ
う
配
慮
し
な
が
ら
運

営
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
町
の
発
掘
物
の
展
示
に
つ
い

て
は
、
集
約
が
可
能
で
あ
る
の
か
、
可

能
で
あ
れ
ば
ど
こ
に
展
示
す
る
の
が
適

当
で
あ
る
の
か
を
検
討
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

②
企
画
展
は
以
命
亭
に
一
本
化
す
る

　

お
も
し
ろ
昆
虫
化
石
館
が
設
置
さ
れ

て
い
る
八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

は
、
当
該
化
石
館
の
運
営
の
ほ
か
、

学
習
活
動
や
交
流
の
場
の
提
供
な
ど

を
通
じ
て
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た

め
の
施
設
で
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
企
画
展

は
、
地
域
の
文
化
・
芸
術
活
動
を
よ

り
活
発
に
す
る
た
め
に
作
品
発
表
や

鑑
賞
の
場
の
提
供
を
行
っ
て
お
り
、

施
設
の
魅
力
、
集
客
ア
ッ
プ
に
も
つ

な
が
る
も
の
と
と
ら
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
一
般
の
施
設
利
用
と
調
整

を
行
い
な
が
ら
開
催
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

ご
指
摘
の
と
お
り
、
展
示
物
に
対

し
て
更
に
興
味
を
も
っ
て
い
た
だ
く
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
ま
で

行
っ
て
い
る
説
明
や
案
内
図
の
配
布
に

加
え
、
例
え
ば
、
入
館
時
に
簡
単
な
化

石
ク
イ
ズ
の
用
紙
を
希
望
の
人
に
配
布

し
、
見
学
を
し
な
が
ら
解
答
し
て
い
た

だ
き
、
展
示
物
に
対
し
て
の
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
こ
と
を
行
う

な
ど
、
工
夫
を
重
ね
な
が
ら
魅
力
あ
る

施
設
運
営
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
（
教
育
委
員
会
分
室
長　

山
本
清
孝
）

③
展
示
物
説
明
を
充
実
す
る

　

お
も
し
ろ
昆
虫
化
石
館
は
、
館
内
の

解
説
パ
ネ
ル
や
映
像
、
標
本
等
で
昆

虫
の
化
石
に
つ
い
て
学
習
で
き
る
施
設

で
す
。
配
置
の
人
員
や
他
の
業
務
と
の

関
係
上
、
常
時
す
べ
て
の
入
館
者
に
説

明
す
る
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、
事
前

の
予
約
や
入
館
者
の
求
め
に
応
じ
て
説

明
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
展
示
物

に
興
味
を
も
っ
て
い
た
だ
く
手
段
と
し

て
、
今
年
度
か
ら
化
石
館
の
見
ど
こ
ろ

を
ま
と
め
た
案
内
図
を
作
成
し
来
館
さ

れ
た
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
配
布
し
て
い
ま

す
。

▲おもしろ昆虫化石館
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平
成
20
年
４
月
よ
り

「
新
温
泉
町
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
」
が
変
わ
り
ま
す

　

４
月
1
日
か
ら
、
医
療
機
関
等
で
支
払
う
一
部
負
担
金
が
、
1
割
の
方
が
2
割

に
変
更
さ
れ
る
予
定
で
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
1
年
間
は
１
割
と
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。（
平
成
21
年
４
月
１
日
以
降
は
２
割
の
予
定
で
す
）
ま
た
退
職

者
医
療
制
度
の
変
更
に
伴
い
、
４
月
１
日
以
降
65
歳
以
上
の
方
で
、
退
職
被
保
険

者
（
本
人
・
扶
養
）
の
方
は
、
一
般
被
保
険
者
に
変
わ
る
た
め
、
新
し
い
受
給
者

証
を
交
付
し
ま
す
。

け
取
り
は
３
月
24
日
（
月
）
以
降

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◇
新
し
い
証
は
４
月
１
日
か
ら
お
使

い
く
だ
さ
い
。

◇
現
在
お
使
い
の
証
は
4
月
1
日
以
降

各
自
で
破
棄
す
る
か
役
場
健
康
課
も

し
く
は
温
泉
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

へ
お
返
し
く
だ
さ
い
。

▼
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
と
は

　

新
温
泉
町
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
で
70
歳
以
上
75
歳
未
満
（
老
人
保

健
で
医
療
を
受
け
る
方
は
除
く
）
の

方
に
交
付
す
る
証

▼
問
い
合
わ
せ

　

健
康
課
国
保
年
金
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
２

　

温
泉
総
合
支
所　

住
民
福
祉
課

　

℡（
０
７
９
６
）92
‐
１
１
３
１（
代
）

町政のうごきから

郵　便　は　が　き

新温泉町役場企画課

「まちづくり アイデア はがき」係行

6 6 9 6 � 9 0

新温泉町浜坂 2673-1

▼
新
し
い
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者

証
の
交
付
対
象
と
な
る
方
（
ど
ち
ら

か
一
方
で
も
該
当
す
る
方
）

・
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
の
一

部
負
担
金
の
割
合
が
２
割
（
平
成
20

年
３
月
31
日
ま
で
は
１
割
）
と
表
示

し
て
い
る
方

・
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
の
保

険
者
番
号
が「
６
７
２
８
０
６
２
８
」

と
表
示
し
て
い
る
方

◇
新
し
い
「
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給

者
証
」は
区
長
、町
内
会
長
を
通
じ
て
、

３
月
27
日
以
降
に
お
届
け
し
ま
す
。

◇
役
場
も
し
く
は
温
泉
総
合
支
所
で
直

接
受
け
取
り
を
希
望
さ
れ
る
方
は
３

月
21
日
（
金
）
ま
で
に
役
場
健
康
課

も
し
く
は
温
泉
総
合
支
所
住
民
福
祉

課
ま
で
ご
連
絡
お
願
い
し
ま
す
。
受

▲国民健康保険高齢受給者証

労働保険年度更新手続きについて

事業主の皆様へ

　労働保険料の申告・納付は、４月１日から５月 20
日までとなっていますので、期間内に手続きをお済
ませ下さい。（なお、平成 21 年度からは、当該期間
が６月１日～７月 10 日に変更となります。）

兵庫労働局　労働保険適用室
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▼
所
在
地　

新
温
泉
町
湯
１
６
０
４

▼
利
用
料
金　

浴
室
（
主
浴
室
、
露
天

風
呂
、
サ
ウ
ナ
含
む
）

◇
町
内
者　
　

大
人　

１
５
０
円

　
　
　
　
　
　

小
人　
　

８
０
円

◇
町
外
者　
　

大
人　

４
０
０
円

　
　
　
　
　
　

小
人　

２
５
０
円

◇
介
助
風
呂
１
室　

２
５
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
名
・
45
分
）

※
駐
車
場
は
2
時
間
ま
で
無
料
。

▼
営
業
時
間　

午
前
7
時
～

　

午
後
10
時
半

▼
問
い
合
わ
せ　

商
工
観
光
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
５

町政のうごきから

　

地
元
の
方
や
観
光
客
に
愛
さ
れ
て
き

た
現
「
薬
師
湯
」
が
古
く
な
っ
て
き
た

た
め
、
旧
温
泉
町
役
場
跡
地
に
、
木
造

一
部
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
2
階
建
て
延

床
面
積
約
９
７
０
平
方
メ
ー
ト
ル
、
瓦

葺
屋
根
の
上
に
は
薬
師
堂
風
の
望
楼
が

の
り
、
正
面
玄
関
の
唐
門
が
ひ
と
き
わ

目
を
引
く
新
「
薬
師
湯
」
と
し
て
生
ま

れ
変
わ
り
ま
す
。

　

１
階
に
は
男
女
主
浴
室
の
ほ
か
、
露

天
風
呂
や
サ
ウ
ナ
、
介
助
風
呂
、
２
階

に
は
休
憩
室
も
あ
り
、
源
泉
か
け
流
し

の
天
然
温
泉
の
温
も
り
を
十
分
に
味
わ

う
こ
と
が
出
来
ま
す
。
敷
地
内
に
は
50

台
分
の
駐
車
場
を
設
け
、
隣
接
の
地
域

交
流
広
場
で
は
散
策
や
イ
ベ
ン
ト
、
又

名
物
の
温
泉
た
ま
ご
を
体
験
す
る
こ
と

も
出
来
ま
す
。

　

緑
青
色
唐
門
と
２
段
の
和
瓦
が
美
し

い
新
「
薬
師
湯
」
に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

町
民
バ
ス
三
尾
線
の
運
行
・
バ
ス
停
が

　
　

一
部
変
更
に
な
り
ま
す

▼
変
更
箇
所

①
町
民
バ
ス
三
尾
線
始
発
の
三
尾
７
時

10
分
が
二
日
市
止
め
で
し
た
が
、
浜

坂
駅
ま
で
延
長
す
る
た
め
、
三
尾
発

が
７
時
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り

各
停
留
所
の
時
間
も
10
分
程
度
早
ま

り
ま
す
。（
土
曜
日
は
今
ま
で
通
り

運
休
）

②
小
三
尾
停
留
所
が
現
在
の
停
留
所
か

ら
小
三
尾
地
区
通
学
バ
ス
の
停
留
所

に
変
更
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
20
年
４
月
１
日
よ
り
、
町
民
バ
ス
三
尾
線
の
始
発
の
運
行
と
、
三
尾
地
区
の

バ
ス
停
留
所
の
場
所
が
一
部
変
更
と
な
り
ま
す
。

湯
村
温
泉
に
新
「
薬
師
湯
」
が

３
月

29
日
オ
ー
プ
ン
！

　

新
温
泉
町
が
進
め
る
“
海
・
山
・
温
泉　

人
が
輝
く　

夢
と
温
も
り
の
郷
”
づ

く
り
の
一
環
と
し
て
、
開
湯
１
１
５
０
年
の
歴
史
を
誇
る
湯
村
温
泉
に
新
し
い
ラ
ン

ド
マ
ー
ク
と
し
て
新
「
薬
師
湯
」
が
3
月
29
日
（
土
）
の
午
後
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

▲完成間近の新「薬師湯」

―問い合わせ―
商工観光課　地域振興係

℡（０７９６）８２ ‐ ５６２５

▲三尾地区バス停留所位置

三尾発 �:00
小三尾 �:01
三尾口 �:03
赤　崎 �:0�
和　田 �:0�
久斗橋 �:11
二日市 �:1�
図書館前 �:19
戎　崎 �:20
レクリエーションセンター �:21
役　場 �:22
浜坂駅着 �:24

▼
三
尾
線
始
発
の
バ
ス
時
刻
表

　
（
変
更
後
）
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町
が
行
う
特
定
健
診
の
対
象
者

①
40
～
74
歳
の
新
温
泉
町
国
民
健
康
保

険
加
入
者

②
20
～
39
歳
（
職
場
等
で
健
診
を
受
け

る
方
を
除
く
）

③
75
歳
以
上
の
方
（
高
血
圧
症
、
糖
尿

病
、
高
脂
血
症
で
治
療
さ
れ
て
い
る

方
は
、主
治
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
）

※
40
～
74
歳
で
新
温
泉
町
国
民
健
康
保

険
以
外
の
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い

る
方
は
、
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険

者
の
健
診
案
内
に
従
っ
て
く
だ
さ
い

　

医
療
制
度
改
革
に
よ
り
、
増
え
続
け
る
医
療
費
の
多
く
を
占
め
る
生
活
習
慣
病
対

策
の
た
め
の
特
定
健
診
・
保
健
指
導
を
、
各
医
療
保
険
者
が
各
医
療
保
険
に
加
入
し
て

い
る
40
～
74
歳
の
方
全
員
を
対
象
に
実
施
す
る
よ
う
、法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
平
成
20
年
度
よ
り
本
町
に
お
い
て
も
、
い
ま
ま
で
町
民
の
皆
様
を
対

象
に
行
っ
て
き
た
基
本
健
診
（
町
ぐ
る
み
健
診
の
循
環
器
系
の
健
診
）
の
内
容
、
対

象
者
な
ど
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
変
更
し
ま
す
。

特
定
健
診（
国
が
示
す
基
本
方
針
）

○
40
～
74
歳
の
す
べ
て
の
人
が
対
象
に

な
り
ま
す

○
実
施
主
体
は
加
入
し
て
い
る
医
療
保

険
者
（
国
民
健
康
保
険
、社
会
保
険
、

共
済
組
合
、
船
員
保
険
等
）
に
な
り

ま
す

○
健
診
内
容
は
、
生
活
習
慣
病
の
要

因
と
な
っ
て
い
る
内
臓
脂
肪
症
候
群

（
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
）

に
着
目
し
た
も
の
に
な
り
ま
す

○
健
診
結
果
に
よ
り
、
特
定
保
健
指
導

を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す　

 

平
成
20
年
４
月
よ
り
健
診
の
受
け
方
・
健
診
内
容
が
変
更
に
な
り
ま
す

特
定
健
診
の
内
容
に
つ
い
て

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
該

当
者
ま
た
は
予
備
群
と
な
る
方
を
早
期

に
発
見
し
、
改
善
の
た
め
の
指
導
を
行

う
こ
と
を
目
的
と
し
た
健
診
内
容
で
、

基
本
的
な
健
診
と
詳
細
な
健
診
が
あ
り

ま
す
。

※
料
金
に
つ
い
て
は
、
申
し
込
み
時
に

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

特
定
保
健
指
導
に
つ
い
て

　

健
診
の
結
果
に
よ
り
、
生
活
習
慣
の

改
善
の
必
要
度
に
あ
わ
せ
た
特
定
保
健

指
導
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

保
健
師
、
栄
養
士
に
よ
る
生
活
習
慣

改
善
に
向
け
た
目
標
設
定
と
継
続
の
た

め
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

健
診
結
果
か
ら
対
象
者
に
は
別
途
お

知
ら
せ
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

が
ん
検
診
に
つ
い
て

　

新
温
泉
町
民
で
年
齢
要
件
等
、
該
当

さ
れ
る
方
は
い
ま
ま
で
ど
お
り
受
け
て

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
年
齢
、

性
別
等
ご
確
認
の
上
、
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※
料
金
に
つ
い
て
は
、
申
し
込
み
時
に

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

生
活
機
能
評
価 

ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て

　

特
定
健
診
を
受
け
ら
れ
る
65
歳
以
上

の
方
（
平
成
20
年
４
月
１
日
現
在
）
が

対
象
に
な
り
ま
す
。

基本的な健診（問診＋基本的な検査）

診察 ･ 計測 ･ 血圧 ･ 血液検査
（脂質 ･ 糖 ･ 肝機能）尿検査

詳細な健診

貧血検査 ･ 心電図検査 ･ 眼底検査
※前年度の健診結果や医師の判断で

必要な人だけに実施

＋
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広報しんおんせん（3月号）

◎ 40 ～ 74 歳の新温泉町国民健康保険加入の皆様へ
健診受診時には、国民健康保険証、健診受診券（後日健診カードと一緒にお届けします）が必要です。

健診の内容 
・特定健診

【基本的な健診】問診、身体計測（身長・体重・ＢＭＩ・腹囲）、血圧測定、血液検査（中性脂肪・ＨＤ
Ｌコレステロール・ＬＤＬコレステロール・尿酸・血清クレアチニン）、血糖検査（空腹時血糖・Ｈｂ
Ａ１ｃ）、肝機能検査（ＧＯＴ・ＧＰＴ・γ－ＧＴＰ）、尿検査（尿糖・尿蛋白・尿潜血）

【詳細な健診】貧血検査、心電図検査、眼底検査
　※昨年の健診結果や医師の判断等により必要な人にのみ実施し、希望で受けることはできません。

・がん検診 
　性別・年齢等に応じて受けることができます。 
　65 ～ 74 歳の方で特定健診を受ける方には、生活機能評価アンケートがあります

◎ 20 ～ 39 歳の皆様へ
健診の内容
特定健診と同じ内容です。
医療保険本人の方は、職
場での健診を優先してく
ださい。

◎ 75 歳以上の皆様へ
健診の内容

特定健診のうち、腹囲測定・心電図・眼底検査は含まれて
いません。

・がん検診 
　性別・年齢等に応じて受けることができます。

・生活機能評価アンケート

◎ 40 ～ 74 歳の新温泉町国民健康保険以外の皆様へ
特定健診は法律で医療保険者が実施するよう義務付けられました。加入されている医療保険者から案内が
届きますので、指示に従って受診してください。
がん検診は今までどおり受診できますので、年齢、性別等に応じてお申し込みください。

―問い合わせ―
健康課　

℡（０７９６）８２ ‐ ５６２２
温泉保健福祉センター「すこやか～に」

℡（０７９６）９９ ‐ ２９４０

◎事業所に勤めている皆様へ
事業主は従業員に対し、医師による定期健康診断を実施することが法律で義務付けられています。
町内の商工会が窓口となり対応していますので、詳しくは各商工会へお問い合わせください。
◆浜坂町商工会　℡（０７９６）８２ ‐ １１５２　◆温泉町商工会　℡（０７９６）９２ ‐ １８５６
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加藤文太郎
記念図書館

「３月のおすすめの本」
ご案内

三面記事小説 
　角田光代　著／文藝春秋

人を愛するということは喜びだけでな
く、時には狂気と殺意さえ呼び寄せて
しまう。ただ幸せになりたかった。た
だ愛しすぎただけなのに…。新聞の三
面記事の事件をもとに描かれた物語。
この中の主人公は明日のあなたの姿か
もしれない。

ウエザ・リポート
宇江佐真理　著／ＰＨＰ

人情江戸話の名手、宇江佐真理。彼女
の日常は作家にしては珍しいくらい普
通の主婦だった。彼女の暮らしの中にあ
る悲喜こもごもは、どれも身近で共感で
きる。温かく人を包む物語のルーツがち
りばめられた待望の初エッセイ集。

植田正治の世界
　平凡社

境港で生まれ、終生そこを離れること
なく、鳥取砂丘などの山陰の風景と人々
を、独自の世界観で写真に撮り続けた
植田正治。彼の写真に魅せられる理由
は何だろう。その人柄や思い出のエピ
ソードなど植田ワールドを味わいつく
せる１冊。

かめきちのなくな！王子様
村上しいこ　著／岩崎書店

クラス対抗リレーの優勝トロフィーが
教室から消えた。そんな中で大好きな
けいこちゃんから、かめきちは「王子
様お願い！」と内緒のことを頼まれて
しまったっことから、またまた大騒ぎ
がおきて、大ピンチに…。大爆笑の『か
めきちシ―リーズ』。

ティーピーとふしぎなおしろ
西巻かな　作／学研

旅する女の子ティーピーはある日、古
いお城を見つけた。そこではボタンが
ドレスを縫ったり、宙に浮ぶ手がピア
ノを弾いたりと不思議なことばかり。
ひと休みしようとしたティーピーの耳
にひそひそ声が聞こえてきて…。この
不思議なお城の秘密とは？

  

おはなし会  　　　　　　    
絵本の読み聞かせや紙芝居、簡単な
折り紙などをします。お子さんと一緒に
参加しませんか。

『さるのせんせいとへびのかんごふさん』他
◆と 　き　3月22日（土）午後２時～
◆と こ ろ　加藤文太郎記念図書館

『はるです　はるのおおそうじ』他
◆と 　き　4月12日（土）午後２時～
◆と こ ろ　加藤文太郎記念図書館

子どもシネマの会　        　      
『くまのがっこう　ジャッキーのパ

ンやさん』他
◆と 　き　3月22日（土）午後3時～
◆と こ ろ　加藤文太郎記念図書館

休館日のお知らせ　　　　      

TEL（0796）82-5251

広報しんおんせん（3月号） 14

3 月
日 月 火 水 木 金 土

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31

は休館日

4 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30
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広報しんおんせん（3月号）

加藤文太郎記念図書館からのお知らせ

▼
作
り
方

①
こ
ご
み
は
ご
み
を
取
り
除
き
、
さ
っ

と
水
洗
い
を
す
る
。

②
小
麦
粉
に
卵
を
入
れ
て
水
溶
き
し
、

こ
ご
み
を
く
ぐ
ら
せ
、
１
６
０
℃
の

油
で
揚
げ
る
。（
ふ
き
の
と
う
や
よ

も
ぎ
等
、
春
の
野
草
の
天
ぷ
ら
と
一

緒
に
盛
り
合
わ
せ
に
す
る
と
よ
い
）

美
方
郡
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
発
行

「
伝
え
た
い
美
方
郡
ふ
る
さ
と
の
味
」
よ
り

郷
土
食
を
食
べ
て
健
康
に
！

　

★
こ
ご
み
の
天
ぷ
ら

◆材料（４人分）
・こごみ・・・・・100 ｇ
・小麦粉・・・・1 カップ
・卵・・・・・・・・1 個
・揚げ油・・・・・・適量

図書館ボランティア募集
　住民のみなさんとともにより良い図書館づくりをす
ることを目的として、ボランティアを募集します。生
きがいづくり、出会い、ふれあいの場としてボランティ
ア活動に参加してみませんか？

◆活動内容
　①資料提供等に関する活動
　　返却本の整理、書架の整頓、資料整理など
　②児童奉仕に関する活動
　　読み聞かせ、紙芝居、お話しなど
　③環境美化に関する活動
　　館内の飾り付け、草刈り、花の手入れなど
　④その他
　　やってみたい活動について相談に応じます
◆対象者
　町内在住で、高校生以上の方
◆活動時間
　活動時間は２時間程度（少しの時間でも結構ですの

で、都合のよい時間にご参加下さい）
▼登録手続
　活動を希望される方は登録手続きをお願いします。
　※図書館が主催する研修に参加していただきます。
▼募集期間　３月 14 日（金）～４月 11 日（金）

―問い合わせ―
加藤文太郎記念図書館

℡（０７９６）８２ ‐ ５２５１

移動図書館車巡回の変更
　３月第３金曜日（３月 21 日）の
移動図書館車「ささゆり号」温泉地
域（熊谷・鐘尾方面）の運行日程を
次のとおり変更します。

◆運行日
　変更前　３月 21 日（金）
　変更後　３月 25 日（火）
◆対象地域
　温泉地域（熊谷・鐘尾方面）

▲加藤文太郎記念図書館
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まちの求人案内
　（常　用） 　（パート） 平成 20 年 2 月 20 日現在

－問い合わせ－
ハローワーク豊岡　℡（0796）23-3101
ハローワーク香住　℡（0796）36-0137
ハローワーク鳥取　℡（0857）23-2021
サンシーホール浜坂　℡（0796）82-1735

広報しんおんせん（3月号）

事業所名 職種 年齢 賃金（千円）
（浜坂地域）

特定医療法人杏風会
　浜坂七釜温泉病院 看護師 不問 180 ～ 215
ゴダイ㈱ 薬剤師 不問 270 ～ 465
㈱マル海渡辺水産 営業 不問 180 ～ 300
㈲ラッキー美容院 美 容 技 術 一 般、

アシスタント等 39 以下 140 ～ 250

オザキ住建㈱ 営業 不問 238
さかい歯科医院 歯科衛生士 不問 160 ～ 195
日本精機宝石工業㈱ 生産作業 不問 120 ～ 150
㈲山米鮮魚 ホームページ

作成補助 不問 130 ～ 180
㈱大上建設 土木施工管理技士 不問 250 ～ 300
丸瀬興業 土木作業員 不問 180 ～ 270
㈲山本工務店 型枠大工 不問 154 ～ 220
㈱北近畿クボタ 営業サービス 35 以下 168 ～ 225
浜坂小野田レミコン㈱ 工務課

試験業務 18 ～ 30 150 ～ 180
医療法人社団　高木医院 看護師 不問 150 ～ 250
㈱エコール鳥取 塾講師 59 以下 170 ～ 280
㈶明星保育園 保育士 35 以下 151
郵便事業㈱豊岡支店
浜坂集配センター 郵便外務員 不問 139
㈱山陰フードサービス 栄養士 不問 140 ～ 250

（温泉地域）

㈱朝野家
販売係

不問
140 ～ 150

営業係 145 ～ 155
客室係 225 ～ 260

㈱みよしや旅館 客室係 不問 205 ～ 245

㈱御やどゆもと 客室係 不問 198
フロント係 150 ～ 200

㈱井筒屋

客室係

不問

231 ～ 256
フロント係 147 ～ 188
調理係 147 ～ 228
料飲係 163 ～ 188

湯村観光タクシー㈱ 乗務員 不問 124
㈲八田屋 客室係 不問 188 ～ 226

㈱寿荘

フロント

不問

150 ～ 230
配膳係 180 ～ 250
事務員 150 ～ 200
喫茶販売 150 ～ 200

医療法人社団良和会
湯村温泉病院

看護師 不問 182 ～ 207
介護職 143 ～ 144

㈱リフティング
ブレーン鳥取営業所 客室係 不問 176

長谷坂縫製 ミシンオペレ
ーター・検品 不問 123 ～ 130

社会福祉法人春来福祉会
特別養護老人ホームゆむら

介護員 不問 140
看護師 152

事業所名 職種 年齢 時給（円）
（浜坂地域）

㈲エフエムエルサービス 薬剤師 不問 1,800 ～ 2,000
特定医療法人杏風会
　浜坂七釜温泉病院 看護師 不問 1,000
但馬ダイエー警備保障㈲ 警備員 不問 700 ～ 1,000

㈱マル海渡辺水産 販売店員 不問 750 ～ 1,000フロアースタッフ
㈱隆栄水産 ウ エ ー タ ー、

ウエートレス 不問 750 ～ 950
山陰道路㈱ ホール係 不問 700 ～ 800
さかい歯科医院 歯科衛生士 不問 900 ～ 1,200
㈲山米鮮魚 事務 不問 750 ～ 850
特定非営利活動法人にーず 看護師 不問 1,100
サイバーワールド 調理補助

及び接客 不問 700 ～ 900

㈱白バラドライ 包装、プレス仕上、
ルート配送等 不問 900 ～ 1,000

西部電気工業㈱
大阪支店 交通誘導員 不問 1,200 ～ 1,467
日清医療食品㈱
近畿支店 調理補助 不問 750 ～ 780

㈱マルワ渡辺水産 水産加工員 不問 700 ～ 850
（温泉地域）
㈱御やどゆもと 客室係 不問 1,125

調理場補助 850

㈱井筒屋

配膳係

不問

800
布団敷き 800
客室係 1,300
車両係 800 ～ 850
料飲係 950 ～ 1,100

医療法人社団古澤クリニック 看護師 不問 1,200 ～ 1,300

㈱寿荘 客室係 不問 800 ～ 1,500
洗浄係 800 ～ 1,200

㈱とみや旅館
客室係

不問
1,000 ～ 1,300

配膳、洗浄係 750 ～ 800
オープンカフェ
スタッフ 750

㈲八田屋 客室係 不問 800 ～ 1,000
医療法人社団良和会
湯村温泉病院 看護師 不問 1,200 ～ 1,400
㈱ナカケー レジ・接客業務 不問 800 ～ 950
㈱朝野家 ヒーリング

ルーム係 不問 800
社会福祉法人春来福祉会
特別養護老人ホームゆむら

介護員 不問 730
看護員 850

ミネル㈱ 英会話講師及び
学習指導講師 不問 1,400 ～ 2,500

㈲兵庫ライフサービス フロアースタッフ 不問 770厨房スタッフ
たじま農業協同組合 訪問介護員 不問 790 ～ 2,180
㈱西沢製作所 溶接工 不問 700
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―

農
業
委
員
会
情
報
№
26―

農
地
の
転
用
・
売
買
・
貸
借
等
は
許
可
を
受
け
て
か
ら

　

農
地
の
転
用
と
は
、
農
地
を
住
宅
・

車
庫
・
工
場
・
倉
庫
・
資
材
置
場
・
駐

車
場
・
山
林
な
ど
農
地
以
外
の
も
の
に

用
途
を
変
更
す
る
こ
と
で
、
農
業
委
員

会
を
経
由
し
て
県
知
事
の
許
可
が
必
要

で
す
。

転
用
申
請
で
は
、
次
の
よ
う
な
内
容
を

審
査
し
ま
す
。

①
転
用
の
目
的
は
適
正
か

②
転
用
の
面
積
は
適
当
か

③
水
利
、
隣
地
な
ど
の
必
要
な
同
意
は

あ
る
か

④
附
近
の
農
業
に
与
え
る
影
響
は
ど
う
か

⑤
転
用
の
目
的
は
確
実
に
実
現
で
き
る

か
ど
う
か

⑥
他
の
法
令
関
係
で
手
続
が
必
要
な
場

合
、
そ
れ
が
な
さ
れ
て
い
る
か
ど
う

か
（
農
振
法
に
よ
る
農
用
地
区
域
か

ら
除
外
さ
れ
て
い
る
か
等
）

▼
農
地
の
無
断
転
用
を
な
く
し
ま
し
ょ
う

　

許
可
を
受
け
な
い
で
転
用
し
た
場
合

や
、
許
可
さ
れ
た
事
業
計
画
ど
お
り
に

転
用
し
て
い
な
い
場
合
は
、
農
地
法
に

違
反
す
る
こ
と
と
な
り
、
工
事
の
中
止

や
、
原
状
回
復
命
令
が
な
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
3
年
以
下
の
懲

役
や
３
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
の
適
用

も
あ
り
ま
す
。

※
農
地
を
埋
立
て
す
る
に
は
、
た
と
え

農
業
用
施
設
で
あ
っ
て
も
事
前
に
許

可
ま
た
は
届
出
が
必
要
で
す
。

▼
転
用
申
請
に
つ
い
て

　

転
用
申
請
書
は
毎
月
10
日
ま
で
に
提

出
く
だ
さ
い
。

◇
転
用
申
請
書
の
添
付
書
類

①
土
地
登
記
簿
謄
本

②
位
置
図

③
付
近
見
取
図

④
字
限
図

⑤
事
業
計
画
図

　

建
築
物
の
平
面
図
、立
面
図
、配
置
図
、

進
入
路
、
申
請
土
地
の
利
用
計
画
等

⑥
経
費
見
積
書

⑦
資
金
証
明
書

⑧
同
意
書

　

隣
接
農
地
所
有
者
、
地
区
代
表
（
区

長
・
町
内
会
長
）
及
び
水
利
権
者
（
地

区
農
会
長
）
等

広報しんおんせん（3月号）

　
「
自
分
の
農
地
だ
か
ら
自
由
に
売
っ
た
り
、貸
し
た
り
転
用
し
て
も
良
い
」
と
思
っ

て
お
ら
れ
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
。
耕
作
者
の
農
地
の
取
得
を
促
進
し
、
そ
の
権
利
を

保
護
す
る
と
と
も
に
、
優
良
農
地
を
守
り
、
農
地
の
効
率
的
な
利
用
を
は
か
る
た
め

に
『
農
地
法
』
と
い
う
法
律
が
あ
り
ま
す
。
農
地
を
売
っ
た
り
、
貸
し
た
り
、
転
用

し
た
り
す
る
と
き
は
、『
農
地
法
』
に
基
づ
く
許
可
が
必
要
で
す
。

⑨
農
振
農
用
地
区
域
外
で
あ
る
こ
と
の

町
長
の
証
明
書

⑩
土
地
改
良
区
の
意
見
書

※
申
請
地
が
土
地
改
良
区
内
に
あ
る
場

合
に
必
要

▼
転
用
許
可
ま
で
の
流
れ

申
請
者　

・
転
用
許
可
申
請
（
10
日
ま
で
）

　
　
　
　

↓

農
業
委
員
会

・
委
員
会
議
案
作
成
、
委
員
に
配
布

（
17
日
ご
ろ
ま
で
）

・
農
業
委
員
に
よ
る
現
地
確
認
（
22
日

ご
ろ
）

・
農
業
委
員
会
総
会
で
審
議
、
県
知
事

に
進
達
（
26
日
ご
ろ
）

　
　
　
　

↓

兵
庫
県
知
事

・
定
例
会
議
で
審
議
、許
可（
翌
月
中
旬
）

・
農
業
委
員
会
へ
許
可
指
令
書
送
付

　
　
　
　

↓

農
業
委
員
会

・
申
請
者
へ
許
可
指
令
書
及
び
転
用
許

可
標
識
交
付
（
同
20
日
過
ぎ
）

◇
以
上
の
日
程
を
考
慮
し
て
、
早
め
に

転
用
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

農
業
委
員
会

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
６

◇
農
地
を
売
買
し
た
り
、
貸
し
借
り
す

る
と
き
は
→
３
条
申
請

　

農
地
を
耕
作
目
的
で
売
買
し
た
り
、

貸
し
借
り
す
る
と
き
は
、
農
業
委
員
会

の
許
可
が
必
要
で
す
。譲
り
受
け
人（
借

り
人
）
の
耕
作
面
積
が
、
取
得
す
る
農

地
を
含
め
て
、
浜
坂
地
域
で
は
、
40
ａ

以
上
、
温
泉
地
域
で
は
30
ａ
以
上
に
な

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

◇
自
分
の
名
義
の
農
地
を
転
用
す
る
と

き
は
→
４
条
申
請

◇
他
人
の
名
義
の
農
地
を
買
っ
て
（
あ

る
い
は
借
り
て
）
転
用
す
る
と
き
は

→
５
条
申
請
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　但馬牛の生産振興を推進するため毎年開催されている
「畜産講習会」が、２月 26 日（火）、県立但馬牧場公園
で開催されました。
　今回の講習会では、㈳全国和牛登録協会の助野英志氏
を講師に迎え「第９回全国和牛能力共進会をふりかえっ
て」と題した講演が行われ、スライド等を用いて共進会
の総括や今後の但馬牛の改良点について説明しました。
参加した和牛飼育農家や畜産関係者は熱心に耳を傾けて
いました。

岸田川下流域クリーン作戦
　岸田川の環境保全、美化並びに不法投棄撲滅を図るこ
とを目的として、２月 23 日（土）「第３回岸田川下流
域クリーン作戦」を実施しました。
　本町が主体となって各種団体に参加を呼びかけ、高校
生を含む住民ボランティア約 70 人が福富橋から河口付
近までの両岸のごみ拾いをしました。風が強いあいにく
の天候でしたが、参加者らは河川敷を歩きながら上流か
ら流れてきた空きカン、空きビン、ビニール袋などを一
つ一つ丁寧に手作業で拾い集めていました。

夢ホール歌声広場
　２月 24 日（日）と３月２日（日）に夢ホールで夢ホー
ルステージオペレーター主催の「第９回夢ホール歌声広
場」が開催されました。２月 24 日には予選大会が行わ
れ、町内のほか県外からも 83 名がエントリー、そのう
ち 23 名が３月２日の決勝大会に勝ち進みました。
　決勝大会では、参加者は日頃培った自慢の歌声を披露
し、そのプロ顔負けの歌唱力に、当日のゲスト演歌歌手
の京光恵さんも絶賛していました。

　浜坂東小学校で２月 28 日（木）、４年生から６年生の児童
39 人が連だこ上げに挑戦しました。
　この取り組みは、町内在住の田中瑞穂さんが子どもたちに夢
を持って大きく羽ばたいて欲しいという願いを込め、子どもた
ちにたこ作りとたこ上げを指導しているものです。子どもたち
は「夢」「愛」「未来」などそれぞれの思いや目標を書いたたこ
を作りました。この日は天気も良く、たこ上げに適した風も吹
いており、絶好のコンディションで、手を離すとたこは風にあ
おられながら空高く舞い上がりました。

浜坂東小学校連だこ上げ

H20（2008）.3.13

広報しんおんせん（3月号）

畜産講習会
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　　　　　　ハンビー引き受けセレモニー

まちの話題すけっち

しんおんせん
すけっち

しんおんせん

広報しんおんせん（3月号）

ゆむら温泉　灯火の景
　湯村温泉街を２千本のやわらかなろうそくの光で包む

「ゆむら灯火の景」（同実行委員会主催）が２月９日（土）、
10 日（日）の２日間開催されました。
　温泉街の活性化を図ることを目的に毎年開催している
このイベントは、今年で５回目となり、喫茶とみやの駐
車場をメイン会場として、大型雪像の設置のほか二胡の
コンサートも行われました。各家や商店の軒先に並べら
れたろうそくが織り成す幻想的な雰囲気の中、訪れた
人々はろうそくの光に見入っていました。

　２月９日（土）、岩美町から本町へ昭和 34 年製の三
輪トラック「ハンビー」が贈られ、夢千代館前で引き受
けセレモニーを開催しました。
　ハンビーは製造から約半世紀経っており、現存で使用
可能なものは日本にはほとんど残っておらず、大変珍し
い車です。今後は「街角ギャラリー」の目玉の一つとし
て、夢千代館裏に展示します。

　県立但馬牧場公園で２月 10 日（日）、毎年恒例とな
る「牧場公園感謝祭」が開催されました。
　今年は積雪にも恵まれ、県内外からこの冬最高となる
７千人以上が訪れ、多彩なイベントを楽しみました。県
立但馬牧場公園は、1994 年秋の開園以来の来園者が、
２月５日に 300 万人に達し、近年は年間 20 万人が訪
れています。雪の中に埋まったボールを探し当てる「宝
探し」イベントのほか、先着 300 人に但馬ビーフが振
る舞われ、大盛況の感謝祭となりました。

牧場公園感謝祭

　住民の皆さんの体力づくり、スキー技術の向上及び
仲間づくりを図ることを目的として、２月 17 日（日）、
県立但馬牧場公園スキー場で、「第２回新温泉町スキー
競技大会」を開催しました。
　時折雪が舞う寒い天候でしたが、今年は積雪に恵まれ、
絶好のコンディションの中での大会となりました。参加
した選手は大回転と滑降の２種目で競技を行いました。
選手はスキーウェアに身を包み、風を切りながらゲレン
デを滑り降りていました。

新温泉町スキー競技大会
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I N F O R M A T I O N
わ
が
ま
ち

”新
温
泉
“

く
ら
し
の
情
報

H20（2008）.3.13

ご
案
内

広報しんおんせん（3月号）

以
命
亭
収
蔵
展 

七
釜
屋
の
人
々
と
旅

▼
と
き　

３
月
８
日
（
土
）
～

　

４
月
９
日
（
水
）

▼
と
こ
ろ　

　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」

▼
内
容　

七
釜
屋
森
家
の
人
々
が
、「
お

伊
勢
参
り
」
や
「
四
国
八
十
八
ヶ
所

巡
り
」
を
し
た
と
き
の
旅
行
資
料
、

地
図
等
を
展
示
し
ま
す
。
鉄
道
、
車

の
な
い
時
代
、
ど
の
よ
う
に
旅
行
し

て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
谷

角
日
沙
春
や
森
梅
園
の
書
、
掛
け
軸

等
も
展
示
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
４
４
９
０

カ
メ
ラ
講
座
生 

写
真
展

　

八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
カ
メ
ラ

講
座
生
に
よ
る
写
真
展
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

３
月
15
日（
土
）～
30
日（
日
）

▼
と
こ
ろ　

八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▼
内
容　

講
座
で
撮
影
し
た
作
品
や
町

内
の
美
し
い
風
景
を
講
座
生
が
独
自

の
感
性
で
撮
影
し
た
作
品
な
ど
約
40

点
を
展
示
し
ま
す
。

▼
入
場
料　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ　

　

八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

℡
（
０
７
９
６
）
93
‐
０
８
８
８

絵
本
に
親
し
む
会

　

社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の
「
絵
本
に

親
し
む
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

３
月
28
日
（
金
）

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時

▼
と
こ
ろ　

温
泉
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
「
す
こ
や
か
～
に
」

▼
内
容　

絵
本
、
紙
芝
居
の
読
み
聞
か

せ
、
手
遊
び
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ

　

社
会
福
祉
協
議
会　

温
泉
支
部

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
８
６
６

第 10 回浜坂みなとほたるいか祭り

　クレーンを使った「大釜ゆで」の実演やホタルイ
カの試食サービス、また新鮮な海産物や農産物、特
産物などの販売を行う「第 10 回浜坂みなとほたる
いか祭り」を開催します。皆さんぜひお越しください。

◇と　き　４月６日（日）午前 10 時～午後２時
◇ところ　浜坂漁港セリ市場
◇主　催　ほたるいか祭り実行委員会

―問い合わせ―
ほたるいか祭り実行委員会事務局（浜坂観光協会）

℡（０７９６）８２－４５８０

ひ
な
人
形
の
飾
り
付
け

　

１
０
０
年
前
の
内
裏
雛
や
、
土
人
形

の
内
裏
雛
を
は
じ
め
、
段
飾
り
や
和
紙

で
作
っ
た
折
り
雛
な
ど
、
様
々
な
ひ
な

人
形
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き　

３
月
３
日
（
月
）
～

　

４
月
３
日
（
木
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

▼
と
こ
ろ　

但
馬
長
寿
の
郷

　
　
　
　
　
　
　
　
（
養
父
市
八
鹿
町
）

▼
問
い
合
わ
せ　

但
馬
長
寿
の
郷

　

℡
（
０
７
９
）
６
６
２
‐
８
４
５
６
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町
有
財
産
の
売
り
払
い

に
つ
い
て

　

本
町
は
、
町
有
財
産
の
有
効
活
用
を

図
る
た
め
、
将
来
的
に
利
用
予
定
が
な

い
財
産
に
つ
い
て
、
購
入
希
望
者
を
募

り
売
却
し
ま
す
。

▼
売
却
物
件　

①
新
温
泉
町
浜
坂
字
本
町
１
２
２
０
番
１

　

宅
地　

５
３
０
・
62
㎡

②
新
温
泉
町
細
田
字
細
久
保
４
４
３
番
８

　

宅
地　

82
・
88
㎡

▼
売
却
方
法　

一
般
競
争
入
札

▼
入
札
日
時　

３
月
25
日
（
火
）

　

午
前
９
時

▼
入
札
場
所　

多
目
的
集
会
施
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
階
小
会
議
室

▼
最
低
売
却
価
格　

　

①
３
５
０
２
万
９
２
０
円

　

②
４
６
８
万
９
３
６
８
円

▼
参
加
申
込
期
限　

３
月
24
日
（
月
）

午
後
１
時
ま
で

▼
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課　

管
財
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
１
１

児
童
扶
養
手
当
の
一
部 

支
給
停
止
措
置
に
つ
い
て

　

平
成
14
年
の
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法

等
の
改
正
に
よ
り
、
母
子
家
庭
等
対
策

に
つ
い
て
は
、
従
来
の
「
児
童
扶
養
手

当
中
心
の
経
済
的
支
援
」
か
ら
「
就
業
・

自
立
に
向
け
た
総
合
的
な
支
援
」
へ
の

転
換
が
図
ら
れ
、
そ
の
一
環
と
し
て
、

児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て
は
、
離
婚
等

に
よ
る
生
活
の
激
変
を
緩
和
す
る
た
め

の
給
付
へ
と
位
置
付
け
が
見
直
さ
れ
ま

し
た
。

　

よ
っ
て
、
受
給
期
間
が
５
年
を
超
え

た
受
給
資
格
者
ま
た
は
支
給
要
件
該
当

か
ら
７
年
経
過
し
た
受
給
資
格
者
等
に

つ
い
て
は
、
平
成
20
年
度
か
ら
支
給
額

の
２
分
の
１
を
支
給
停
止
と
す
る
一
部
支

給
停
止
措
置
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
た
だ

し
、
す
で
に
就
業
し
て
い
る
人
、
就
業

意
欲
の
あ
る
人
、
あ
る
い
は
就
業
が
困

難
な
人
等
に
つ
い
て
は
、
期
日
ま
で
に

届
出
や
関
係
書
類
を
提
出
す
れ
ば
、
こ

れ
ま
で
通
り
の
手
当
額
が
支
給
さ
れ
ま

す
。
手
続
き
が
必
要
な
人
に
つ
い
て
は
、

役
場
福
祉
課
よ
り
事
前
に
お
知
ら
せ
が

届
き
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
が
届
き
ま

し
た
ら
、
手
続
き
を
行
っ
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

広報しんおんせん（3月号）

H20（2008）.3.13

▼
問
い
合
わ
せ

　

役
場　

福
祉
課
児
童
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
０　

　

兵
庫
県
児
童
課
家
庭
福
祉
係

　

℡
（
０
７
８
）
３
６
２
‐
３
２
０
１

緊
急
交
通
路
予
告
標
識
の

設
置
に
つ
い
て

　

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に

は
、
被
災
地
内
へ
の
緊
急
通
行
車
両
な

ど
の
通
行
や
広
域
的
な
緊
急
輸
送
を
円

滑
に
進
め
る
た
め
、
緊
急
自
動
車
や
あ

ら
か
じ
め
登
録
さ
れ
た
車
両
以
外
の
通

行
を
禁
止
又
は
制
限
す
る
「
緊
急
交
通

路
」
が
指
定
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
「
緊
急
交
通
路
」
の
指
定
を
円

滑
に
行
う
た
め
、
緊
急
交
通
路
の
予
定

路
線
と
し
て
県
内
18
ル
ー
ト
を
事
前
指

定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
兵
庫
県
・
兵
庫
県
警
察

本
部
・
国
土
交
通
省
は
、
平
時
か
ら
そ

の
路
線
を
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
様
に
お
知

ら
せ
す
る
た
め
、
緊
急
交
通
路
予
告
標

識
を
県
内
41
個
所
に
設
置
し
ま
す
。

　

大
災
害
時
に
は
、
予
告
標
識
が
設
置

さ
れ
て
い
る
路
線
へ
の
通
行
を
控
え
て

い
た
だ
き
、
早
期
の
緊
急
交
通
路
の
確

保
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
県
警
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

下
さ
い
。

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w

w
.police.pref.hyogo.

jp/seikatu/saigai/index.htm

▼
問
い
合
わ
せ　

　

兵
庫
県
県
土
整
備
部　

　
　
　
　
　

土
木
局
道
路
保
全
課

　

℡
（
０
７
８
）
３
６
２
‐
３
５
２
４

お
知
ら
せ

平成 20 年度新温泉町民ふれあいの旅

　団体臨時列車「あすか」で行く 
世界文化遺産石見銀山と出雲大社参拝の旅

◇と　き　平成 20 年６月 27 日（金）～ 28 日（土）
　　　　　※参加募集については後日行います。

―問い合わせ―
企画課　企画政策係

℡（０７９６）82 ‐ ５６２４
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広報しんおんせん（3月号）

も
引
き
続
き
減
免
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
、
新
た
に
申
請
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

◇
過
去
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
減
免
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
事
前
の
申

請
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

上
下
水
道
課　

下
水
道
経
理
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
１
４

　

温
泉
総
合
支
所　

産
業
建
設
課

　

℡（
０
７
９
６
）92
‐
１
１
３
１（
代
）

環
境
を
守
る
た
め
積
極
的
に

下
水
道
に
接
続
し
ま
し
ょ
う

　

私
た
ち
は
自
然
の
恵
み
で
あ
る
水
を

使
い
、快
適
な
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
生
活
や
工
場
な
ど
か
ら
の
排

水
を
、
そ
の
ま
ま
川
や
海
に
流
す
と
環

境
汚
染
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
そ
の
排

水
を
集
め
て
処
理
を
行
い
、
き
れ
い
で

安
全
な
水
に
し
て
か
ら
川
や
海
に
戻
す

の
が
下
水
道
の
役
割
で
す
。

　

清
潔
で
環
境
に
や
さ
し
い
街
、
き
れ

い
な
川
や
海
に
す
る
た
め
に
、
積
極
的

に
下
水
道
に
接
続
し
ま
し
ょ
う
。
町
で

は
、
接
続
促
進
等
に
伴
う
各
種
支
援
制

度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

▼
下
水
道
接
続
並
び
に
合
併
処
理
浄
化

槽
設
置
に
伴
う
宅
内
排
水
設
備
工
事

に
要
す
る
資
金
融
資
あ
っ
せ
ん
及
び

利
子
補
給
を
行
い
ま
す

◇
融
資
あ
っ
せ
ん
利
率　

年
２
・
５
％

◇
町
の
利
子
補
給
利
率　

年
２
・
０
％

◇
個
人
の
負
担
利
率　
　

年
０
・
５
％

▼
個
別
処
理
区
域
に
お
け
る
合
併
処
理

浄
化
槽
設
置
に
対
し
て
補
助
を
行
い

ま
す

▼
問
い
合
わ
せ　

　

上
下
水
道
課　

下
水
道
経
理
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
１
４

　

温
泉
総
合
支
所　

産
業
建
設
課

　

℡（
０
７
９
６
）92
‐
１
１
３
１（
代
）

下
水
道
使
用
料
の 

減
免
申
請
に
つ
い
て

　

浜
坂
地
域
の
一
般
住
宅
に
お
け
る
下

水
道
使
用
料
は
、基
本
料
金（
２
５
０
０

円
）
と
人
数
分
（
1
人
に
つ
き
月

５
０
０
円
）の
合
計
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
温
泉
地
域
の
一
般
住
宅
に
つ
い

て
は
、
町
水
道
及
び
温
泉
配
湯
以
外
の

水
を
使
用
し
て
い
る
場
合
、
世
帯
の
人

数
に
よ
る
認
定
水
量
で
料
金
を
算
定
し

て
い
ま
す
。
人
数
は
住
民
基
本
台
帳
が

基
準
と
な
り
ま
す
が
、
住
民
票
が
あ
っ

て
も
進
学
や
単
身
赴
任
、
施
設
入
所
な

ど
で
長
期
に
わ
た
り
不
在
の
方
に
つ
い

て
は
減
免
の
申
請
が
で
き
ま
す
。

　

該
当
者
が
あ
り
、
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
上
下
水
道
課
ま
た
は
温
泉
総
合
支

所
産
業
建
設
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◇
「
印
鑑
」「
不
在
者
の
現
住
所
が
書

か
れ
て
い
る
も
の
」
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

◇
減
免
申
請
は
常
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
が
、
４
月
分
使
用
料
か
ら
減
免
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
４
月
16
日
（
水

曜
日
）
ま
で
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◇
減
免
申
請
は
年
度
ご
と
の
更
新
制
と

な
っ
て
い
ま
す
。
現
在(

平
成
19
年

度)

減
免
中
の
方
が
、
平
成
20
年
度

心
配
ご
と
相
談

期　日 時　間 場　所 対　象 問い合わせ

3月19日（水） 午後1時30分～ 4時 温泉保健福祉センター 
「すこやか～に」 町内全域を対象

社会福祉協議会　温泉支部
TEL（0�96）92-1866

3月26日（水） 午後1時30分～ 4時 役場 社会福祉協議会　浜坂支部
TEL（0�96）82-10�1

身
障
相
談

期　日 時　間 場　所 内　容 問い合わせ

3月19日（水） 午後1時30分～ 4時 温泉保健福祉センター 
「すこやか～に」 温泉地域を対象 社会福祉協議会　温泉支部

TEL（0�96）92-1866

3月21日（金） 午後1時30分～ 3時30分 社会福祉協議会 
浜坂支部（二日市） 浜坂地域を対象 社会福祉協議会　浜坂支部

TEL（0�96）82-10�1

美しい自然を守るため、
　　　　　　下水道に接続しましょう
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オ
ウ
ム
真
理
教
関
係
特
別
被
疑
者
に

関
す
る
情
報
提
供
の
お
願
い

　

あ
な
た
の
情
報
が
検
挙
に
結
び
つ
い

た
場
合
に
は
、
民
間
で
組
織
さ
れ
た
オ

ウ
ム
真
理
教
特
別
手
配
被
疑
者
検
挙
の

た
め
の
懸
賞
広
告
実
行
委
員
会
か
ら
、

手
配
被
疑
者
１
人
あ
た
り
２
０
０
万
円

の
懸
賞
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

▼
特
別
手
配
被
疑
者

・
平
田
信
（
ひ
ら
た
ま
こ
と
）
42
歳

・
高
橋
克
也
（
た
か
は
し
か
つ
や
）
49
歳

・
菊
池
直
子
（
き
く
ち
な
お
こ
）
36
歳

▼
パ
ソ
コ
ン
携
帯
電
話
か
ら
手
配
被
疑

者
の
特
徴
が
確
認
で
き
ま
す

◇
パ
ソ
コ
ン

　

http://w
w

w
.police.pref.hyogo.

jp/

◇
携
帯
電
話

　

http://w
w

w
.npa.go.jp/w

anted/
kt/i/index.htm

▼
問
い
合
わ
せ　

美
方
警
察
署

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
０
１
１
０

広報しんおんせん（3月号）

H20（2008）.3.13

▼
入
園
資
格

　

満
60
歳
以
上
で
町
内
在
住
の
人

※
宇
都
野
学
園
大
学
院
生
は
宇
都
野
学

園
本
科
生
を
修
了
さ
れ
た
人
に
限
り

ま
す
。

▼
学
習
内
容

　

一
般
教
養
講
座
、
専
門
講
座
等

▼
募
集
期
限

　

両
学
園
と
も　

３
月
27
日
（
木
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

宇
都
野
学
園
事
務
局

　
（
浜
坂
公
民
館
内
）

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
４
３
３
９

　

と
ち
の
み
学
園
事
務
局

　
（
温
泉
公
民
館
内
）

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
８
７
０

▼
名
称
の
発
表　

啓
発
広
報
紙
の
掲
載

を
も
っ
て
発
表
に
代
え
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

▼
賞
品
等　

採
用
者
に
は
記
念
品
、
応

募
者
全
員
に
粗
品
を
贈
呈
し
ま
す

▼
問
い
合
わ
せ　

　

教
育
委
員
会　

社
会
教
育
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
９

　

教
育
委
員
会　

温
泉
分
室

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
８
７
０

　

平
成
20
年
度　

学
園
生
募
集 

新
温
泉
町
立
高
齢
者
大
学

「
宇
都
野
学
園
」「
と
ち
の

み
学
園
」

　

本
町
で
は
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
楽

し
く
学
び
な
が
ら
、
趣
味
、
教
養
を
高

め
、
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
創
造
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
町
立
高

齢
者
大
学
「
宇
都
野
学
園
」「
と
ち
の

み
学
園
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
も
高
齢
者
大
学
で
学
び
、
仲
間
と
の

ふ
れ
あ
い
を
深
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
学
習
年
限

◇
宇
都
野
学
園　

本
科
生
４
年
間

　
　
　
　
　
　
　

大
学
院
生
２
年
間

◇
と
ち
の
み
学
園　

２
年
（
３
年
目
以

降
は
研
修
生
と
な
り
ま
す
）

　

大
切
に
し
た
い
一
人
一
人
の
人
権

「
新
温
泉
町
人
権
教
育
協
議
会

啓
発
広
報
紙
」の
名
称
募
集
！

　

新
温
泉
町
人
権
教
育
協
議
会
（
町
人

教
）
で
は
、
人
権
尊
重
の
精
神
の
高
揚

を
図
り
、
差
別
の
な
い
明
る
い
町
づ
く

り
の
た
め
に
啓
発
広
報
紙
を
新
た
に
発

行
し
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、

親
し
み
や
す
く
、
一
人
一
人
の
人
権
が

大
切
に
さ
れ
る
よ
う
な
名
称
を
広
く
募

集
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

▼
募
集
の
対
象　

本
町
在
住
者
、
在
学

在
勤
者

▼
応
募
方
法　

任
意
の
用
紙
に
、
広
報

紙
の
名
称
と
そ
の
名
称
に
込
め
ら
れ

た
想
い
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
を
記

入
の
上
、
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

若
し
く
は
教
育
委
員
会
温
泉
分
室
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
１
人
１
点
、

未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
）

▼
募
集
期
間　

３
月
17
日
（
月
）
～

　

４
月
21
日
（
月
）

募　

集

▲宇都野学園定例講座の様子
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関
す
る
利
用
者
の
意
見
や
要
望
を
幅
広

く
お
聞
か
せ
い
た
だ
く
た
め
、
電
気
通

信
サ
ー
ビ
ス
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格　

電
話
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
等
の
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
に
関
心

が
あ
る
満
20
歳
以
上
の
方

▼
活
動
内
容

・
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
へ
の
回
答

　
（
年
２
回
実
施
予
定
）

・
モ
ニ
タ
ー
会
議
へ
の
出
席

　
（
年
１
回
開
催
予
定
）

▼
委
嘱
期
間　

平
成
20
年
６
月
１
日
～

平
成
21
年
３
月
31
日

H20（2008）.3.13

県
営
住
宅
温
泉
町
テ
ラ
ス 

（
空
家
）
の
入
居
募
集
に
つ
い
て

　

温
泉
地
域
の
県
営
住
宅
温
泉
町
テ
ラ

ス
に
空
家
が
生
じ
ま
し
た
の
で
入
居
希

望
者
を
受
付
し
ま
す
。

▼
募
集
概
要

◇
所
在
地　

新
温
泉
町
湯
８
６
５
及
び

８
６
６
番
地

◇
構
造
等　

木
造
２
階
建

◇
住
居
タ
イ
プ　

・
２
号
室
（
２
Ｄ
Ｋ
）

　
　

専
用
面
積
42
・
74
㎡

・
22
号
室
（
３
Ｄ
Ｋ
）

　
　

専
用
面
積
69
・
15
㎡

◇
募
集
戸
数　

２
戸

▼
入
居
資
格

◇
現
に
同
居
し
、
又
は
同
居
し
よ
う
と

す
る
親
族
の
あ
る
方
（
特
例
有
）

※
単
身
（
年
齢
制
限
有
）
で
入
居
希
望

さ
れ
る
方
は
２
号
室
の
み

◇
申
し
込
み
本
人
が
兵
庫
県
内
に
住
ん

で
い
る
か
、
ま
た
は
勤
務
場
所
を
有

し
て
お
ら
れ
る
方

◇
現
在
、
住
宅
に
困
っ
て
お
ら
れ
る
方

※
持
ち
家
を
所
有
さ
れ
て
い
る
方
は
入

居
時
ま
で
に
処
分
で
き
る
方

※
現
在
他
の
住
宅
に
入
居
し
て
い
る
方

で
、
家
賃
不
払
い
等
に
よ
り
住
宅
の

立
退
き
を
求
め
ら
れ
て
い
る
方
は
該

当
し
ま
せ
ん
。

◇
収
入
基
準
を
満
た
す
方

◇
連
帯
保
証
人
の
あ
る
方

◇
町
税
の
滞
納
の
な
い
方

▼
申
込
期
限　

3
月
26
日
（
水
）

▼
申
込
方
法　

入
居
申
込
書
等
（
建
設

課
又
は
温
泉
総
合
支
所
産
業
建
設
課

に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
書
類
を
添
え

て
、
申
込
者
本
人
が
建
設
課
又
は
温

泉
総
合
支
所
産
業
建
設
課
ま
で
持
参

し
て
下
さ
い
。

◇
申
込
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
を
行
い

入
居
者
を
決
定
し
ま
す
。

◇
今
回
の
募
集
後
は
常
時
入
居
希
望
者

の
受
付
を
行
な
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

建
設
課　

管
理
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
１
５

　

温
泉
総
合
支
所　

産
業
建
設
課

　

℡（
０
７
９
６
）92
‐
１
１
３
１（
代
）

平
成
20
年
度
電
気
通
信 

サ
ー
ビ
ス
モ
ニ
タ
ー
の
募
集

　

総
務
省
で
は
、
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス

を
安
心
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
利
用
者
の
視
点
に
立
っ
た
情
報
通

信
行
政
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
に

第４回但馬オープンミックスダブルス 
テニス大会参加者募集

　テニス愛好家の皆さんの親善及びテニスの普及向
上をはかるため、次のとおり大会を開催します。多
数の参加をお待ちしています。

◇と　　き　４月 20 日（日）　午前９時～
　　　　　　※予備日　４月 27 日（日）
◇ と こ ろ　豊岡市神美台テニスコート
◇ 主 　 催　但馬テニス協会
◇ 種 　 目　ミックスダブルス
◇ 参 加 料　１組 2,000 円（学生は 1,000 円）
◇募集組数　60 組
◇募集期限　４月 12 日（土）
　　　　　　※定員になり次第締切

―問い合わせ―
但馬テニス協会事務局

担当：齊藤直喜
℡（０７９６）４４ ‐ ０２８１

広報しんおんせん（3月号）

▼
募
集
人
員　

１
３
０
名

▼
応
募
方
法　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
受

け
付
け
ま
す
の
で
、
近
畿
総
合
通
信

局
（http://w

w
w

.ktab.go.jp

）
を
ご

覧
い
た
だ
き
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
期
限　

４
月
４
日
（
金
）

▼
謝
金　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
ご
協
力

及
び
モ
ニ
タ
ー
会
議
に
出
席
し
て
い

た
だ
い
た
方
に
、
別
途
謝
金
を
お
支

払
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

近
畿
総
合
通
信
局　

情
報
通
信
部

　
　
　
　
　
　
　
　

電
気
通
信
事
業
課
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‐
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
ゆ
む
ら
‐

ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

会
員
募
集

　

水
泳
を
通
じ
て
健
康
に
楽
し
い
時
間

を
作
り
ま
せ
ん
か
。
一
緒
に
始
め
よ

う
！
「
健
康
生
活
」

子
ど
も
水
泳
教
室
・
Ａ
ク
ラ
ス

▼
対
象　

未
就
学
児

▼
練
習
内
容　

水
な
れ
～
か
お
つ
け

▼
曜
日　

水
曜
日

▼
時
間　

午
後
４
時
～
４
時
50
分

▼
会
費　

月
額
２
０
０
０
円
～

※
入
会
時
に
入
会
金
、
年
会
費
が
必
要

【
広
告
】

‐
あ
な
た
の
暮
ら
し
を
お
手
伝
い
し
ま
す
‐ 

買
い
物
の
代
行
サ
ー
ビ
ス 

を
始
め
ま
し
た

　

私
ど
も
但
馬
ダ
イ
エ
ー
警
備
保

障
㈲
は
、
新
温
泉
町
に
お
住
ま
い

の
皆
さ
ま
に
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
を
行
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
お
買
い
物
を
皆
さ
ま
の

代
わ
り
に
行
い
、
ご
自
宅
ま
で
お
届

け
す
る
買
い
物
の
代
行
サ
ー
ビ
ス

を
始
め
ま
す
。
新
温
泉
町
の
お
店

で
購
入
で
き
る
商
品
で
し
た
ら
、
ご

希
望
の
物
を
何
で
も
お
届
け
し
ま

す
。（
代
行
料
１
回
８
０
０
円
～
）

　

そ
の
他
草
刈
り
、
墓
掃
除
、
家

庭
内
の
簡
単
な
雑
用
な
ど
、
ご
相

談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ

る
方
は
一
度
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ご
自
宅
ま
で
お
伺
い
し
、
ご
説
明

し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

但
馬
ダ
イ
エ
ー
警
備
保
障
㈲

　

生
活
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム

　

但
馬
セ
ン
タ
ー　

担
当　

熊
本
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山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク

ロ
ゴ
マ
ー
ク
募
集

　

自
然
と
人
間
の
共
生
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
ジ
オ
パ
ー
ク
（
地
質
公
園
）
構
想
推
進

の
た
め
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
募
集
し
ま
す
。

▼
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
条
件

・
山
陰
海
岸
の
イ
メ
ー
ジ
に
ふ
さ
わ
し

い
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
こ
と

・「
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
」
の
文
字

を
記
載
す
る
こ
と

・
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
名
刺
、
封
筒

な
ど
に
も
使
用
で
き
る
デ
ザ
イ
ン
と

す
る
こ
と

▼
賞
金　

・
最
優
秀
賞　

５
万
円　

１
点

・
優
秀
賞　
　

１
万
円　

２
点

▼
応
募
方
法　

Ａ
４
サ
イ
ズ
白
色
用
紙

を
縦
長
に
使
用
し
、
用
紙
１
枚
に
付

き
１
作
品
と
し
ま
す
。
応
募
用
紙
の

下
段
に
、
デ
ザ
イ
ン
の
趣
旨
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
し

て
、
役
場
企
画
課
ま
で
持
参
ま
た
は

郵
送
に
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
期
限　

４
月
11
日
（
金
）

※
詳
細
に
つ
い
て
は
役
場
企
画
課
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

企
画
課

　

℡
（
０
７
９
６
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‐
５
６
２
４

子
ど
も
水
泳
教
室
・
Ｂ
ク
ラ
ス

▼
対
象　

就
学
前
児
～

▼
練
習
内
容　

か
お
つ
け
～
グ
ラ
イ
ド

　

キ
ッ
ク

▼
曜
日　

火
曜
日

▼
時
間　

午
後
４
時
～
４
時
50
分

▼
会
費　

月
額
２
０
０
０
円
～

※
入
会
時
に
入
会
金
、
年
会
費
が
必
要

成
人
水
泳
教
室

▼
対
象　

18
歳
以
上

▼
練
習
内
容　

水
な
れ
か
ら
４
泳
法
習

得
、
泳
力
ア
ッ
プ

▼
曜
日　

火
曜
日

▼
時
間　

午
前
10
時
45
分
～
11
時
30
分

▼
会
費　

年
額
６
０
０
０
円
＋
入
館
料

「
が
ん
ば
れ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
」

　

プ
ー
ル
の
中
を
ど
ん
ど
ん
歩
き
ま
す
。

運
動
量
も
多
く
、
気
分
も
ス
ッ
キ
リ
！

▼
曜
日　

火
曜
日

▼
時
間　

午
後
６
時
～
６
時
30
分

▼
参
加
費　

１
０
０
円
＋
入
館
料

‐
問
い
合
わ
せ
‐

　

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
ゆ
む
ら
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